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沖縄県立博物館・美術館は､ 平成��年��月の開館

以来５年目を迎えた｡ 指定管理者制度のもと､ 文化

の杜共同企業体をはじめ､ 博物館を支援するいくつ

か団体の連携で館は運営されている｡

その中で博物館ボランティアは､ 平成��年度��月

現在��名の登録者数となり､ 学校団体の来館に係る

対応は､ 博物館ボランティアに担うところが大きい｡

前年平成��年度は､ ボランティアの新規募集を休止

し､ 継続登録ボランティアの活動の見直しをおこな

い､ ボランティア活動の充実を図った (池原､ ����)｡

博物館ボランティアの任期は１年更新制で､ ３月に

継続可否の希望を募るが､ 毎年様々な事情で登録辞

退者が出る｡ 博物館が理想とするボランティア定員

を維持するために､ 今年平成��年度は��名の募集を

行い､ 約半年館にわたる研修期間でボランティアを

養成した｡

ここでは､ 今年度募集した博物館ボランティアの

養成の取組みを紹介する｡
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(�)募集計画

����年��～��月の次年度計画案検討時期に､ ボラ

ンティア募集要項の作成と､ 講座開始の諸準備を始

めた｡ この年のボランティア活動の見直しの中で開

催した､ 外部講師を招聘しての ｢コーチング研修｣

｢マナー研修｣ 等の成果として明確になった“博物

館が求めるボランティア像”を組み込んだ研修案を､

指定管理者である文化の杜教育普及担当と協議を重

ね作成していった｡ (資料１)

(�)募集受付

数度にわたる調整を重ね作成された募集要項の印

刷から配布､ ならびに受付は指定管理者である文化

の杜が担った｡ 募集要項は�	���部印刷され､ 県内

各地の施設 (図書館､ 博物館､ 公民館､ 近隣小学校､

大学､ 書店など) に配布した｡

配布部数のおよそ�
�％にあたる��名の応募であっ

たが､ これは次回の募集に向けて､ 館がボランティ

アを募集していることを伝えることになったと考え

る｡ 但し､ 受付の際､ 受講条件への質問が多かった

ことから､ 受講中の欠席対応を含め､ 研修全体の流

れを網羅した要項づくりが､ 今後必要と考える｡
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５月中旬より７月上旬まで実施した養成講座は､

１日２時間の座学形式の研修を５日間､ １日２時間

の実習形式の研修を２日間､ のべ約��時間にわたっ

た｡

(�)学芸員による講座

５日間にわたる､ 各担当学芸員からの講座は

・各分野の紹介 (自己紹介と展示室紹介)

・各分野の博物館における位置づけ

の２つの内容を柱に､ ��分から��分の時間内でおこ

なった｡ 学芸員にとって短時間で講義を受け持つこ

とは､ かなり難しいことであったと思うが､ 受講者

は､ 立て続けに入る博物館情報を処理するのに､ か

なり苦労したと思われる｡ しかし､ この５日間の講

義で､ 総合博物館としての本館の位置づけと概要を
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理解してもらえたと考える｡

また今回､ 毎回講座終了後にアンケートを実施し､

内容の振り返りと次の担当学芸員へのアドバイス等

に活かした｡ (資料２)

(�)教育普及からの実習

教育普及は､ 場所を実習室に変え､ 前年度実施し

た ｢コーチング｣ と ｢マナー｣ についての研修を内

容に取り入れた｡

最初に自己紹介ゲームで体を動かし､ コミュニケー

ションの大切さや来館者の立場に立った声かけの大

切さを考えてもらった｡

その後､ コーチングの考え方にもとづく､ 来館者

へ接したときの対応に役立つペーシングの手法をい

くつか実演体験してもらった｡ 特に､ 来館者を発見

へと導くための“発問のあり方”についての講座で

は､ �知識を伝授 (解説する) のではなく､ 相手が

考える方向 (発見) に導く発問”の技法のあり方に

ついて皆真剣に取り組んでいた｡

また､ ボランティア登録後､ 来館者に直接接する

ことになる､ ふれあい体験室での実地研修では､ 体

験キットと展示室との関連性､ さらに“発問”を活

用した実際の場面を想定した内容の研修等をおこなっ

た｡ (資料３)
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養成講座修了後､ 受講生には“養成講座修了書”

を館長より配布した｡ その際､ 後半の専門講座へ進

むかどうかの､ 意思確認の場を設けるとともに､ 以

下の２つの自主学習の機会を設け､ ９月開催の専門

講座研修にのぞむ姿勢を確認した｡ (資料４)

(�)バックヤードツアー

博物館では一般来館者を対象に毎月１回��名を定

員に､ 博物館の収蔵庫等の紹介と解説を学芸員がお
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開講式での 学芸員の自己紹介

班長による ｢博物館の活動｣ に関する研修

自己紹介ゲームでコミュニケーションを図る 来館者を想定した発問の実地研修 (ロールプレイング)



こなっている｡ 今回養成講座を修了し､ ９月からの

専門講座受講を考えている受講生に対し､ 博物館理

解を深めるために､ 特別にバックヤードツアーを実

施した｡ １回１時間の内容で３回実施｡ すべて池原

で対応した｡

(�)ふれあい体験室実習体験

教育普及の実習で紹介したペーシングの技法や発

問を､ 夏休みで来館者が多いふれあい体験室で実際

に実習体験してもらう機会を設けた｡ この実習体験

は希望申込みとし､ 実習体験終了後には体験レポー

トの提供を義務づけた｡ 実習体験後の受講生の言葉

には､ 養成講座で学んだ内容が活かされているもの

がいくつかあった｡ 実習体験の回数は任意としたが､

中には７回もふれあい体験室に足を運び､ 来館者と

触れ合った受講生もいた｡
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９月下旬から��月中旬まで実施した専門講座は､

１日２時間の実地研修を主とした研修を７日間､ の

べ約��時間にわたって実施した｡

養成講座終了後��名の辞退者が出て､ ��名が専門

講座に臨んだ｡ (資料５)

(�)学芸員による部門展示室解説

養成講座では画像等による展示室の紹介であった

が､ この専門講座では場所を展示室に移し､ 展示資

料にもとづいた解説を各学芸員が自身の部門展示室

を中心におこなった｡ 学芸員には､ 単なる資料の解

説だけではなく､ 学校団体の来館を想定した内容の

解説をお願いした｡ 受講生は､ 自身が子どもたちへ

解説している場面をイメージし､ メモを取りながら

取り組んでいた｡

(�)学芸員によるふれあい体験室での解説

展示室での解説の後､ 学芸員とともにふれあい体

験室に場所を移動し､ 引き続き研修をおこなった｡

ふれあい体験室での研修内容は､ �展示室と体験キッ

トのつながり�｡ 体験キットが ｢気づき｣ のための

資料であることを理解した｡

(�)教育普及による実習

１日３駒の教室で講座を組んだが､ 毎回最後は､

教育普及担当職員が講師をつとめた｡ 特に､ 学校団

体の来館を想定した内容に重点を置き､ ボランティ

アとして活動してもらう事柄を紹介した｡ 指定管理

者である文化の杜の教育普及担当からは､ 館で働く
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展示室での解説の様子 ��名がまとまって移動する

野外展示の資料を解説する地学担当の学芸員

ふれあい体験室での学芸員による ｢体験キットと展示室の繋が
り｣



職員の全体像の紹介や､ 民具体験学習でおこなう､

発問を駆使した“民具解説”を実際に実施して見せ

た｡

(�)受講生のハードル

養成講座に引き続き､ この専門講座でも受講生に

は､ 本登録の条件と研修中の特典を与えた｡ 特典と

しては､ 受講生の名札の提示での展示室の無料化と

先輩ボランティアの勉強会への参加である｡ 受講生

はこの特典を活用し､ 特に自主学習期間は積極的に

館に足を運ぶ様子が見られた｡ また､ 本登録の条件

として､ 無断欠席は認めないこととした｡ 体調不良

や不慮の事故等､ 事前の連絡による欠席者に対して

は､ 欠席レポートの提出を義務付け､ 研修へ臨む自

覚と責任をうながした｡ (資料６・７)
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短期間で集中した専門講座を終えた受講生に対し､

ボランティア本登録の証として､ 顔写真入りのボラ

ンティア証の交付が､ 先輩ボランティアも同席した

中､ 館長より一人ひとりにおこなわれた｡

(�)曜日班ミーティング

登録証交付式終了後は､ 先輩ボランティアが新人

ボランティアを迎える全体会を開催した｡ 前半の諸

連絡の後､ 曜日班ごとに分かれたミーティングに移っ

たが､ どの班も活気に満ちた顔で会議にのぞんでい

た｡
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実習室にてテレビモニターを使用した解説の様子

民具解説では､ 発問を通して素材や先人の知恵を考えてもらう

ボランティア証交付後､ 激励の挨拶をおこなう白保館長

新旧ボランティアの初顔合せの場となる曜日班ごとのミーティ
ング



(�)曜日班と活動

ボランティア員は必ず曜日班に所属し､ 月１回の

定例会に参加してもらう｡ その場では､ ボランティ

ア連絡会 (毎月第３火曜日開催) に参加した世話係

りさんより､ ボランティア活動に関する各種情報や

連絡を聞くことが主な内容となる｡

人数の多いボランティア集団ではあるが､ 事務局

はなく､ この曜日班単位で作成した連絡網を活用す

るとともに､ 館の一室に設置しているボランティア

室をベースに諸活動に取り組んでいくことになる｡

活動は ｢ボランティアのてびき｣ の方針に示す通

り､ ボランティア自身の意志による､ 自立的な活動

をめざすため､ 博物館より個人的な呼びかけはおこ

なわず､ すべてボランティア室の掲示板等で参加募

集の呼びかけをおこなっている｡

博物館ボランティア室に掲げた『来館者が喜ぶ博

物館に！』のテーマのもと､ 今回養成した第５期生

を含め､ ��名になった博物館ボランティアの活動に

期待する｡
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池原盛浩 ���� 『博物館ボランティア活動の見直

し』 ｢県立博物館・美術館 博物館研究紀要５号
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